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１. 東吉野村の農業の概要
　東吉野村は、奈良県の東南部、吉野郡の北東部に位置する山村であり、標高 900 ～ 1,400m の

北部台高山脈をはじめとする緑豊かな山々に囲まれており、村の 96％が山林で、木材生産に適

した気候、土地を生かした林業の村です。

　農業は、中山間地域の条件不利地であるため、専業農家もなく急速な過疎化・高齢化による

担い手不足が深刻となっている中、有害獣の被害でも生産意欲を阻害されており、今後いかに

自給的農家が持続出来るかが大きな課題です。

２. 農業委員会の取り組み
①具体的な取り組み内容

　農業委員会では、高齢化による担い手の減少や遊休農地の増加が問題となる中、地域の状況

把握や啓発活動を目的として、農地パトロール

活動を実施しています。農業委員会総会で、パ

トロール実施の趣旨及び目的を確認し、重点地

域等を選定しました。

　重点地域の選定には、今後解消を図るべき遊

休農地及び鳥獣害被害の大きい地域などを中心

に検討・選定しています。

　実施後には、農業委員会総会にてパトロール

実施結果の報告を行い、実施計画で選定した現

場の状況や、解消すべき対象農地などの計画案

を総会の場で提案・協議しています。

　また、農家の高齢化や担い手不足、遊休農地

の増加といった課題解決に取り組むため、村主

催の「東吉野まるごとフェスティバル」におい

て、農業委員会の“相談ブース”を設置してい

ます。

　同フェスティバルは、村の活性化を図るため、

18 年から開催しているもので、農林産物品評

会や文化展覧会、健康フェスティバルなどの催

しを行っています。

農地パトロール

東吉野まるごとフェスティバルにおいて開設した
「農業委員会の専用ブース」の相談風景

特産品化を目指して
遊休農地に柚を植栽

東吉野村農業委員会
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②取り組みに当たっての課題
　急速な過疎化及び高齢化による後継者不足

が、遊休農地を増大させています。特に山間の

農地は、獣害が深刻な問題となり、生産意欲を

阻害しています。　

　村においても猟友会と連携を取りながら、積

極的に有害獣捕獲対策を行っています。

　今後どのような形で被害対策を実施しなが

ら、後継者等の担い手を確保し遊休農地を解消

するかが大きな課題です。

③課題への対応方策
　村として地域の活性化や農業の振興の一環

として、柚を村の奨励作物に認定し、農業委

員会が中心となり、柚の苗木の希望者を募り、

植え方等の講習会を経て、植え付けを行いま

した。今後、収穫まで栽培指導を行っていき

たいと考えています。

　また、友好市で開設されている農林産物即

売所で販売されている本村の特産品の材料が

不足していることから、耕作放棄地の活用を

呼びかけていきます。

　また、これまでも問題となっている鳥獣害対策についても、先進事例等を参考に、農業委員

会と村と猟友会と連携を取りながら、積極的に対策を行います。

　委員会の相談ブースでは、農業に関する様々な相談に応じたり、遊休農地の発生防止・解消

など課題等への啓発活動をはじめ、各種農業関係の情報提供活動を通じ、村の農業振興に繋げ

ることとしています。

　農業委員会では、今後も農業委員が地域農業者の代表者として相談活動や啓発活動を実施し

ながら、村の農業振興に繋げる取り組みを展開することとしています。

　なお、地元小学校が食育活動に力を入れていることから、農業委員を中心に野菜の提供を行

うなど子供達に美味しく、安全な給食を提供出来るお手伝いを行っています。

柚の植栽説明会

奨励作物の柚




